
























8．施設及び備品

(1)新たに設置した施設

名 称 構造 新設年月日 摘要価格

該当なし

新たに購入した備品(10万円以上）

①研究用備品

(2)

名品 規 格

ソイルマットカルチャーシステム KISB-IV型

②管理用備品

名 規品 格

動
パ
小

力 噴 霧

ソ．

型温風

機
ン
機

共立VRS601A/3-8

NECMA70H/RDLTBG8

ネポンKA-323T

１
１
１
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③花ゆりの品種特性圏査

試験期間：平成13～17年

担当科：花き 科

目的

本道の重要な切花品目であるゆりについて、新

品種の特性を調査し、品種選定の資料を得ること

を目的とする。本課題ではオリエンタル系ゆり新

品種の特性を調査した。

方法

ア．耕種概要：ベッド幅90cm条間・株間各18cm

l区20球（2反復）定植期6月5日

施肥量1.5-2.0-1.5(N-P2O5-K2O)kg/a

イ．供試品種：カサブランカ等10品種

結果

カサブランカ(18/20cm):白色・大輪。やや下向

き咲きでボリュームある草姿の晩生・長茎品種。

シベリア(16/18):中大輪でやや上向き咲きの白

色品種。カサブランカと比較して到花日数・切花

長が多少短く、ブラスチングが発生しやすい傾向。

ソルボンヌ(14/16):中大輪の斜め上向き咲きで、

花弁が白覆輪のやや濃い桃色品種。到花日数70日

程度の中生・中茎品種で、花雷数はやや少ないが

障害の発生は少ない。

ルレーブ(16/18):中輪のやや上向き咲きで花弁

基部に黄色部を有する桃色品種。到花日数約60日

の早生・短茎品種。葉数が多い。

マルコポーロ(16/18):中大輪・横向き咲きで

、花弁先が淡桃色の白色系品種。中生・中茎。

ホワイトメロースター(14/16):大輪・斜め上向

き咲き白色品種。晩生・短茎で茎長が短く草姿が

悪い。乳状突起に着色（斑点）することがある。

ロンバルデイア(14/16):中大輪の横向き咲きで

花弁基部に黄色部を有する桃色品種。ソルボンヌ

と比べてやや晩生で、花篭数が多く切花長も長い。

トップシー(14/16):中大輪で上向き咲きの桃色

品種。やや晩生の短茎品種で、節間が短く花房が

天咲き的でブラスチングがやや多い。

ブダペスト(14/16):中輪・横向き咲きのやや濃

い桃色品種。やや晩生の短茎品種で、花梗が短く

コンパクト。開花後に花色が暗色化する。

ラシック(14/16):ルレーブの高性選抜品種だが、

切花長・花雷数の差は認められなかった。ルレー

ブに比べて到花日数はやや長い。
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2)デルフィニウムの新品種育成

①一重系ラークスパーの新品種育成

試験期間：平成13年～17年

担当科：花き科

目的

冷涼な気候を好み、本道に有利な道産ブランド

品目であるラークスパーの新品種を花色の異なる

一重咲きシリーズとして育成する。

方法

ア．ラークスパー白色系統・品種の特性調査

(ア)供試系統及び供試品種の特性

ア)供試系統:12-W-1C、12-W-2S，12-W-3S

イ)供試品種：各種苗会社より販売されてい

る既存10品種

(イ)試験規模:1区054.㎡、30株、2区制

(ウ)施肥法:N・PzOs．K20-各l.OKg/a

(エ)栽植様式：株間12cm、条間12cm、

中1条抜き6条植え、25.5株/㎡

(オ)耕種概要：播種日6月20日、定植日7月22日、

調査打ち切り日10月31日

(力)その他:12-W-1C及びミヨシのホワイトは、慣

行苗定植区以外に稚苗定植区を設けた。

イ．ラークスパー白色系統の花色の固定

(ア)供試系統:12-W-1C、12-W-2S、12-W-3S

(イ)規模:1系統当たり280株(12-W-3Sのみ150株）

(ウ)栽植様式：株間15cm、条間15cm、2条植え、

13.6株/㎡

(エ)耕種概要：播種日8月16日、定植日9月18日

結果

ア．切花長・花雷数の変動係数は、既存品種より

育成中の系統で高かった。また、既存の一重咲き

品種は八重咲き品種より変動係数が高かった。

イ．育成中の3系統間には、切花品質・花色に大き

な違いは認められなかった。

ウ．育成中の3系統における花色の青味の混りは、

開花後の生育が進むにつれ大きくなる傾向にあっ

た。

エ．育成中の3系統の花型は、前作よりも一重に固

定が進んでいた。

オ．既存の白色一重品種であるビュアスノーを6月

まき無加温9月切り作型で栽培した結果、育成中の

3系統よりは少ないものの、青味を含む個体が確

認された。



力．ミヨシのホワイトでは、稚苗を定植すること

により収量・切花品質ともに向上したが、育成中

の系統である12-W-1Cでは、収量は向上したものの

切花品質に影響は認められなかった。

②デルフィニウムの新品種育成

試験期間：平成13年～17年

担当科：花き 科

目的

冷涼な気候を好み、本道に有利な道産ブランド

品目であるデルフイニウムの栄養系新品種を育成

する。

方法

ア．種間交雑によるニュータイプ・デルフイニウ

ムの育成

(ア)種間交雑

ア)供試品種及び原種

イ)栽培方法：ポット(7号)栽培

ウ)旺珠の摘出：無菌条件下で、種間交配により

得られた裂開前の子房から摘出した。

エ）培養条件:1/2MS培地にショ糖3%、寒天

0.8％を加えた後pH5.7に調製した培地に置床し、

一定条件下(20℃、2,0001ux-12時間)においた。

(イ)原種・品種の染色体倍化処理

ア)供試(品)種：ザリル、マリンブルー

イ)処理方法：種子をコルヒチン溶液に浸せき

イ．栄養系デルフィニウム(ジャイアント系)の育

成

(ア)供試系統:8-11-7D,8-89-48B(ともに平成9年

度選抜）

(イ)発根条件:1/2MS培地にショ糖3%、ジエラン

ガム0.3％を加えた後PH5.6に調製した培地に移植

し、一定条件下(20℃、2,000lux・12時間)におい

た。

結果

ア．各品種及び原種を用いて種間交配した結果、

組み合わせの違いにより子房内での旺珠の肥大率

が大きく異なっていた。また、正逆交雑すると得

られる結果は異なっている組合せもあった。

イ．試験した組み合わせ中では、ベラドンナイン

プとP.G.サマースカイズを交配した際に得ら

れる結果がもっとも効率が高かった。

ウ．染色体倍加処理を施したザリルの発芽は不良

であったが、順調に生育した数個体から自殖種子

を得た。染色体倍加処理を施したマリンプルーの発

芽は比較的良好であった。

エ．平成9年度選抜のジヤイアント系2系統を発根

培地により発根を促した結果、発根した個体は得

られなかった。

③デルフィニウムの品種特性

試験期間：平成13年～17年

担当科：花き科

目的

各種苗会社より販売される新品種の特性調査を

行い、新品種育成のための資料を得る。

方法

ア．供試品種

各種苗会社より販売されている14品種

イ．試験規模

I区12株、2区制

ウ．施肥法

元肥N・P205．KzO-各1.OKg/a、

追肥N・P205．K20-各l.OKg/a

エ．栽植様式

種子系

条数中2条ぬき4条植え

条間15cm

株 間 1 5 c m

栽植密度1,520株/a

栄養系

3条植え

30cm

30cm

570株/a

オ．耕種概要

（ア）定植日：4月20日(No.8は4月25日）

（イ）調査打ち切り日:10月31日

結果

ア．ジャイアント系・リトル系品種

切花長はP.G・サマースカイズがもっとも高

かったが、花菌数ではTD-056がもっとも多く、採

花本数はブルーキャンドルがもっとも多かった。ま

た、花径はTD-056とブルーキャンドルが同程度に大

きかった。花色は、全ての品種で安定していた。

イ．ベラドンナ系品種

切花長・切花重・花雷数はくラドンナインプがも

っとも短かかった。空のﾜﾙﾂは花穂長が長く花篭数

が多く、切花本数が多かった。また、ジャーニー

は、秋期の切花品質が優れていた。D-OB、D-KY，
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果、寒天濃度が高くなるに従い透水係数は減少し

た。寒天濃度による三相分布・体積水分率には

大きな違いはみられなかった

キ．寒天を用いた固化培土の硬度を調査した結果、

寒天濃度が1.5%になるように調製した固化培土は、

定植などにおいて崩壊する割合も少なく安定して

いた。

ク．切花品質や寒天を用いた固化培土の物理性及

び作業性・コストなどを考慮すると、寒天による

固化培土を用いて稚苗育苗する際の条件は寒天濃

度1.5%でセルサイズ288穴又は406穴が適していた。

(2)球根花きのコンテナ栽培による開花鋼節

(113230)

研究期間：平成12～16年度

担当科：花き科

目的

コンテナを利用した球根花きの開花調節技術を

確立し、効率的で収益性の高い花き生産の普及を

図る°

方法

ア．チューリップのコンテナ栽培による作期拡大

「ガンダースラプソディ」他12品種を用い、年

内切り、1月切り、2月切り、3月切り、4月切

り、5月切り、6月切り、10月切りの8作型につ

いて品種特性を調査した。試験規模は1区24球、

2反復（72球/箱）とした。

イ．小球根類のコンテナ利用による作型開発

(ア)ラナンキュラスの秋切り作型開発

「ラノベル・レッドオレンジ」他3品種を用い

、通水による地温抑制および短日処理の効果を検

討した。定植期は8月14日及び9月6日とした。

試験規模は1区16株、2反復(8株/箱)とした。

(イ)アネモネの秋切り作型開発

「マリアンヌ・ブルー」他6品種を用い､､通水

の効果を検討した。定植期は7月6日とした。試

験規模は1区18株、2反復(6株/箱）とした。

結果

ア．チューリップのコンテナ栽培による作期拡大

年内切り、1月切り作型は品種により採花率が

低くなった。2月～6月切り作型ではほとんどの

品種で高い採花率を示した。10月切り作型は採花

率が低く、切り花品質も劣っていた。

イ．小球根類のコンテナ利用による作型開発

（ア）ラナンキュラスの秋切り作型開発

通水区の地温は夏の間約16℃で推移した。採花

本数は通水十短日処理区で最も多くなった。特に

通水十短日処理区はボリュームのある切り花が得

られた。9月定植では通水の効果は判然としなか

った。

（イ）アネモネの秋切り作型開発

いずれの品種も通水区の方が採花本数が多く、

切り花品質も優れていた。

(3)スターチス・シヌアータ（栄養系品種）の灰色

かび病被害軽減のための栽培法の改讐(113240)

試験期間：平成12年～14年

担当科：花き科

目的

スターチス・シヌアータの栄養系品種について、

灰色かび病の被害を軽減し、かつ切花品質には影

響を与えないような、ハウス内環境を含めたより

良い栽培法を開発する。

方法

ア．試験実施場所：花・野菜技術センター内

イ．作型（施設）：4月定植7～11月切り(加温ハウ

ス内、PO系フィルム展張）

ウ．供試品種名：クリスタルイエロー

エ．試験規模:1区10株、2反復

オ．試験処理：環境制御（ファン、除湿機、加温

除湿、無処理）×耕種法（マルチ、葉かきの有

無）×防除（茎葉散布、株元散布の有無、葉かき

＋株元散布）

力．耕種概要

(ア)定植期：4月20日

(イ)栽植密度：床幅80cm，通路70cm、条間45cm、

株間40cm，2条植え、㎡当り3.2株

結果

ア．本年度は環境制御を実施する前に灰色かび病

が発生した。

イ．除湿機と防除により月以降の灰色かび病擢病

切花発生をほぼ完全に抑えることができた。加温

除湿がその次に効果が高く、送風の効果は認めら

れなかった。

ウ．マルチの有無による灰色かび病擢病切花発生

数に差は見られなかった。

－20－





ウ．トンネルやシートの使用では培地の温度は下

がらなかった。

エ．苗の葉数はほぼトレー全面でばらつきはほと

んど認められなかったが、トレーの端のセルの草

丈が短くなった。

オ．苗のT/R比はトレーの位置によって一定の

傾向は見られなかった。

(6)リンドウの栽培法改善試験(118230)

試験期間：平成13年～14年

担当科：花 き 科

目的

最近栽培が増えているリンドウについて、現地

からの試験実施の要望が強い。そこで現地の関係

組織等と協力し、施肥法、半促成栽培、さらに種

子育苗法を検討し、栽培の安定化を図る。

方法

ア．種子育苗法（花・野菜技術センター）：種子か

ら短期間で開花株を養成する育苗法の確立

(ア）発芽率向上試験：低温処理（0℃10，20，

30日)、低温ジペレリン処理(SOppm・0℃10，

20，30日)、明（24時間光）・暗

(イ）苗生育促進試験：発芽後ジペレリン処理、定

植直前ジベレリン処理、発芽後十定植直前ジペレ

リン処理、濃度lOOppm

(ウ)セル育苗試験：培土の種類(3)､セルサイズ(2)

(エ）かん水法試験：底面給水と頭上かん水の比

較検討

イ．施肥法試験(現地):春肥後の追肥適期の検討

処理区：①慣行（6月4日）②6月15日③6月2

6日④7月5日⑤化成肥(6月4日）

＊①～④はBBS-363、⑤は化成肥5-5-5を施用＊

秋肥は①が9月25日、②～⑤が9月3日に施用、試

験圃場：長沼町の農家圃場（3ケ所)、3～4年株

ウ．半促成栽培の検討(現地):ハウスと露地による

温度条件の違いが開花性等に与える影響を検討

試験圃場：長沼町農家圃場（3ヶ所)、ハウス被覆

は2～3月の予定

結果

ア．種子育苗法

発芽率向上では、ジベレリン処理の効果が高く、

発芽率が向上した。また、明条件でも発芽率の向

上が認められた。
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なお、その他の試験については継続中で、14年

度に効果を検討する。

イ．施肥法試験

追肥法を検討した。慣行の6月4日、有機質肥

料にに対し、それより遅い時期と化成肥の効果に

ついて調査を行った。各農家、処理区の生育経過

を草丈で見ると、農家による差が認められた。し

かし、追肥時期による差は明かではなく、また、

化成肥との差も判然としなかった。8月3日の調

査では、茎数で農家による差が大きかったが、調

整重、茎径、開花段数は大きな差は認められなか

った。また、茎葉の分析値では、各農家のNが6

月上旬処理区で多い傾向となったが、他は農家に

よる多少はあるものの、追肥時期による傾向は認

められなかった。追肥時期を決める目安の一つと

して、花芽分化時期が考えられその時期を調査し

た。その結果、5月下旬には各農家で花芽が認め

られた。

ウ.半促成栽培の検討

現地の農家で、2～3月にハウス被覆を行い、そ

の後の生育、開花、品質等を14年度に調査予定。

(7)畦畔用グラウンドカバープランツの選定

(548020)

試験期間：平成13年～15年

担当科：花き科

目的

北海道向けの畦畔用グラウンドカバーの導入、

評価を行う。

方法

ア．品目選定

31種類のグラウンドカバーブランツ(9cmポット、

一部7.5,10.5cmポット）

l品目1㎡当たり16株定植、当センター内の明渠

の北、南面に定植、1反復

定植期：66月20,21日

イ．栽植密度と生育

品目数5×栽植密度(9,16，25株／㎡）×明渠

の北、南面、

1区当たり1㎡、2反復

定植期：6月19,20日

ウ．挿し芽繁殖

2種類について各20本をバーミキュライトに挿し



芽（8月7日）して1月後に発根状況を調査

結果

ア．被覆が早かった品目はヒメイワダレソウ、ポ

テンテイラで約2ケ月を要した。ヒメイワダレソウ

については開花期間が約3ヶ月と長かった。

イ．ミント類も被覆が早かった。その中ではウォ

ーターミントが最も早く被覆が完成した。ランナ

ーはほぼ1月で隣の株とつながった。

ウ．コトネアスター、ルブス・カルシノイデスな

ど低木類も隣の株とつながるのが早かったが2次の

枝の伸長が遅く裸地の部分が目立った。

エ．ランナーの出ない品目、株が大きくなるタイ

プの品目は被覆に時間がかかった。

オ．栽植密度を検討した品目ではヒメツルニチニ

チソウの25株／㎡区でほぼ被覆が完成した。他の

品目では隣の株と重なり合うところまではいかな

かった。

力．ほとんどの品目で南向き面は生育は良かった

が、乾燥しやすいためかミント類など一部の品目

では北向き面生育が良好であった。

キ．挿し芽を行った品目はいずれも発根し、鉢上

げができた。

(8)迅速栄養診断法を利用した省資源型栽培技術

の確立（1 32220）

寒地ハウスにおける花き・野菜の栄養診断に基

づく養液土耕栽培の確立

1）栄養診断に基づく花き（アルストロメリア）

の養液土耕栽培

研究期間：平成13～15年度

担当科：花き科

目的

汎用性のある栄養診断値を作成するため、品種

による栄養条件の違いと変動幅を明らかにする。

方法

ア．養分吸収量の品種間差

「オルガ」他5品種について、切り花は週1回、

ブラインド茎は適宜サンプリングし、品質調査後

乾燥させ、養分吸収量を調査した。

イ．生育開花特性の品種間差

「シモナ」他25品種を用い、生育開花特性を調

査した。定植期は2000年7月5日、試験規模は1

区4株、2反復（一部反復なし）とした。夏期は

遮光（50％)、冬期は二重被覆し加温（最低気温

12℃に設定）した。

結果

ア．養分吸収量の品種間差

採花本数が多く、地上部乾物重の多い5～7月

は地上部のN含有率が低く、その後乾物重が低下

するにつれてN含有率は高まった。品種別では乾

物重の小さい品種ほどN含有率が高く、乾物重の

大きい品種はN含有率が低かった。吸収量を成分

で比較すると、N:K2Oが1:2～1:3の割合

であった。

イ．生育開花特性の品種間差

規格品本数が最も多かったのは「オルガ」で、

次いで「デステイニー｣、「フィオレラ」が多かっ

た。規格品本数が少なかったのは「フレア｣、「オ

クタビア｣、「キト」であった。また需要期である

9～11月の規格品本数が多かったのは「ジャイ

ブ｣、「オルガ｣、「デスティニー」であった。
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病虫害に抵抗性を持ち、北海道で安定して栽培

できる赤肉品種を育成する。

方 法

ア．親系統の育成

(ア)個体選抜

Fsl集団(23～24個体)、F62集団(20～24

個体)を供試

(イ)親系統の固定度検定

供試系統：検定系統；1，標準品種；1、参考

品種；1、反復数:2，供試個体数:10個体/系

統、作型：無加温半促成、定植期：5月8日、

整枝法：立作り1株1果どり

イ．育成Fi品種親系統の維持

供試系統:TDHM-Rl」、供試個体数:20個体

/系統、作型：無加温半促成、定植期：5月8

日、整枝法：立作り1本仕立て

ウ．つる割病抵抗性検定

幼苗に対する浸根接種により検定

エ．Fi組合せ能力検定・生産力予備検定

検定系統:7，標準品種：1，参考品種:3、

反復数：2，作型:無加温半促成、定植期:4月

27日、整枝法:這作り子づる2本一方向整枝

オ．育成系統生産力検定

検定系統：「空知交11号」、標準品種：「ルピ

アレッド」、参考品種:無加温半促成「ビュー

レッド」「レッド113」「摩周レッド」ハウス

抑制「レッド113」、反復数:2，定植期:無加

温半促成4月27日ハウス抑制7月11日、整枝法

：這作り子づる2本一方向整枝

結果

ア．親系統の育成

個体選抜:Fsl集団、Fsl集団から、着果

性や果実品質に優れた各1個体を選抜し、自殖

種子を得た。

親系統の固定度検定:rF3R797412」の固定度

は標準品種「メロン中間母本農1号」と比較し

て遜色ないものと考えられた。

イ．育成F,品種親系統の維持

「空知交11号」の花粉親系統である「DHM-R

l」の維持・増殖を行った。

ウ．つる割病抵抗性検定

「DHM-R1」「F3R797412」について、つる割
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病(レース2)抵抗性が確認された。

X.F,組合せ能力検定・生産力予備検定

F,組合せ能力検定:供試した5系統のうち、

赤肉系統どうしの交配による「OlRXc-4」およ

び「OlRXc-5」は、果肉色が濃く、皮目も薄か

った。果実は「ルピアレッド」よりやや小さか

ったものの、ネットの盛り上がりおよび糖度は

「ルピアレッド」に優ったことから、F,系統

として有望と思われた。「OlRXc-2」は、果実

間で品質のばらつきがやや大きかったが、大き

な欠点は認められなかった。「OlRXc-1」は果

実肥大が良好で、糖度が高く食味も良好であっ

たが、うるみ果の発生が多かった。「OlRXc-

3」は糖度が低く、良果基準を満たす果実が得

られなかった。

生産力予備検定:供試した2系統は、いずれ

も着果性に優れ、外観・内部品質・良果収量と

もに「ルピアレッド」に優った。やや長球であ

るものの、果形の安定度、果肉色の良さ、ネッ

ト形質などの点で優った「99RX-9」を次年度生

産力検定に供試することとした。

オ．育成系統生産力検定

「空知交11号」：無加温半促成;糖度が高く、

果実肥大も優れたため、収量比で174%と多収

であった。赤肉臭が少なく良食味であり、有望

性が確認されたため、優良品種としてとりまと

めた。ハウス抑制栽培;糖度はほぼ同等であっ

たが、ヒルネットの発生が多かったため良果収

量は少なくなった。うどんこ病の発生は極めて

少なく、強い抵抗性を有することが確認された。

(3)メロン地域適応性検定（113331）

試験期間：平成11年～13年

担当科：野菜科

目的

メロン育成F,系統について各地域での適応

性を検討し、新品種育成のための資料を得る。

方 法

ア．検定系統：「空知交10号・同11号・同12号」、

標準品種「キングナイン」「ルピアレッド」

イ．試験場所:原子力環境センター・共和町(ハ

ウス抑制)、栗山町・月形町・中富良野町・訓



子府町(無加温半促成）

結 果

ア．「空知交10号」（標準品種対比）

原環セ:外観品質、良果収量、食味ともに優

った。うどんこ病の発生は少なかった。共和町

:外観良く、収量性高い。糖度は「ｷﾝｸﾞﾅｲﾝ」並

で肉厚。うどんこ病に強い。

イ．「空知交11号」（標準品種対比）

原環セ:果実肥大は優れ、糖度もやや高く、

良果収量は多かった。栗山町:外観・内部品質

とも高く、収量性が高かった。月形町:糖度が

やや高く、臭いが少なく、肉質はやや劣った。

中富良野町:糖度はやや高く、日持ちが優れた。

食味はあっさりしていた。訓子府町:肥大性優

り揃いも良い。肉質やや劣った。日持ち性は優

った。共和町:果皮色が濃く、ネットの盛り上が

りが低かった。肉厚であるが、果肉色は薄かった。

ウ．「空知交12号」（標準品種対比）

栗山町:内部品質は高かったが、果肉に褐色

の斑点が見られる果実があった。月形町:ネッ

ト密度は低いが、盛り上がり、太さは優った。

糖度、食味はやや劣った。中富良野町:糖度は

やや高く、果実肥大も良好で、多収であった。

肉質がやや劣った。訓子府町:肥大性は優ったが、

やや長玉であった。肉質は繊維質でやや劣った。

(4)メロンえそ斑点病の緯合防除対策

一抵抗性台木の育成一（115270）

試験期間：平成12年～16年

担当科：野菜科

目的

土壌伝染性のウイルス病であるえそ斑点病に対

する土壌消毒法は臭化メチル剤の全廃に伴って有

効な薬剤がなくなるため、これに替わる防除対策

の確立が強く要望されている。えそ斑点病に抵抗

性を有する台木用メロン品種を育成する。

方 法

ア．台木親和性検定

検定系統：「空知台交3号」、標準品種：「金

剛1号」、参考品種：「どうだい2号」、反復

数：2，作型:無加温半促成、定植期:4月27日、

接ぎ木法:呼び接ぎ、整枝法：這作り子づる2
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本一方向整枝

イ．育成F,系統（「空知台交3号」）の採種

供試系統:種子親「Perlita」供試個体数45個

体、花粉親「KP4103810」供試個体数15個体、

整枝法:立作り子づる2本仕立て

ウ．親系統の育成

幼苗接種検定等による選抜と、自殖種子の採

種。

結 果

ア．台木親和性検定

「空知台交3号」は、病害抵抗性、台木特性

ともに有望であり、優良品種としてとりまとめ

た。

イ．育成F,系統（「空知台交3号」）の採種

「空知台交3号」の種子を約50,000粒採種す

るとともに、親系統の維持・増殖を行った。

ウ．親系統の育成

「ATM」後代の2系統から1個体を選抜し、

自殖種子を得た。「空台2×ATP」後代の3系

統から1個体を選抜し、自殖種子を得た。「A

P」系統から1個体を選抜し、自殖種子を得た。

(5)食用ゆり新品種育成（113340）

試験期間：平成9～13年

担当科：野菜科

目的

高品質（肌の白さ、球のしまり、甲高等）、

多収、病害抵抗性（りん茎さび症等）を持つ食

用ゆりの新品種を育成する。本年度は引き続き

生産力検定を行うとともに、りん茎さび症発病

度について精査する。

方 法

ア．供試系統・品種

検定系統：「空知1号」「空知2号」「空知

3号」（各系統3年目)、標準品種：「白銀」

イ．試験規模

栽植密度:60×10cml,667株/a、1区15株(種

球重約13g)0.9㎡、2反復

ウ．栽培概要

定植期:平成12年10月30日､収穫期:平成13年1

0月3日、栽植密度:60×10cml,667株/a、施肥

量:基肥(秋)1.0,3.4,1.1．追肥(春)0.5,0.5,0.5



・合計N,P205,K:0=1.5,3.9,1.6kg/a，病害虫防除

:殺虫剤・殺菌剤各13回散布

結果

ア．標準品種「白銀」と比較して、3系統は萌

芽が早かった。出雷期はほぼ同等であった。葉

先枯れ症程度は「空知2号」で低かった。供試

品種・系統平均種球重は13.3g、平均収穫球重

は63g,平均規格内収量は90kg/aで、「空知3

号」が最も多収であった。3系統はりん茎さび

症発病株率、発病度とも明らかに低かった。L

サイズ以上の収穫球が少なかったため、一般販

売球レベルでの評価（外観、肥大性、食味）が

十分に行えなかった。

イ．「空知1号」：萌芽はやや早かったが、茎

葉生育はやや劣った。葉先枯れ症程度はほぼ同

等であった。球の肥大が劣ったが、さび症発病

度は極低かったため規格内収量はやや多かった。

球外観は「白銀」に類似していた。

ウ．「空知2号」：萌芽は早かったが、茎葉生

育はやや劣った。葉枯れ病程度、葉先枯れ症程

度が低かった。さび症発病度は低く球肥大が同

等であったため規格内収量は多かった。

エ．「空知3号」：萌芽が早く、葉数が多かっ

た。葉先枯れ症程度は同等であった。さび症発

病度が低く球肥大が同等であったため、規格内

収量は多かった。分球は少なかった。球外観は

りん片の細さが特徴的であった。

(6)食用ゆり地域適応性検定（113341）

試験期間：平成11年～13年

担当科：野菜科

目的

花・野菜技術センターにおける新品種育成試

験で育成された系統について、道内の主要な食

用ゆり生産地域における適応性を検討し、優良

品種決定の資料とする。

方法

ア．供試品種・系統

標準品種：「白銀」、検定系統：「空知1号」

「空知2号」「空知3号」

イ．試験場所

十勝農試、帯広市、風連町、真狩村
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結 果

ア．十勝農試:初期生育は比較的順調であった。

葉枯れ病が「白銀」で8月中旬から見られた。

帯広市:前年10月定植種球の萌芽率が低かった

ため、6月に再定植した。風連町：「空知2

号」「空知3号」で未萌芽や萌芽後枯死が多か

ったため、1反復のみの調査とした。真狩村：

7月下旬の多雨により葉枯れ病の発生が例年よ

り早かった。

イ．標準品種「白銀」に比較して、「空知1

号」：萌芽期、初期生育は同程度で、葉枯れ病

はやや少なく、葉先枯れ症は同程度であった。

さび症の発生は少なかったが、規格内収量は少

なかった。S～2S規格が多く、平均一球重は

軽かった。球形、色、しまりの球特性は「白

銀」に最も類似していた。「空知2号」：萌芽は

早く、初期生育はやや優った。葉枯れ病は少なく、

葉先枯れ症はやや少なかった。さび症の発生は少

なかったが、検定系統の中では最も多かった。規

格内収量は優った。球のしまりがやや劣った。

「空知3号」：萌芽は早く、初期生育は優った。

葉枯れ病、葉先枯れ症は少なかった。さび症の

発生は少なく、規格内収量は優った。分球が少

なかった。りん片の細さが目立った。

(7)野菜系統適応性検定(124075)

試験期間：昭和40年～

担当科：野菜科

目的

独立行政法人農業技術研究機構において育成

された系統について、道内における標準栽培法に

よりその適応性を検討する。

方法

ア．メロン:検定系統「久愛交1号・同2号」、標

準品種「アールス雅」

イ．加工用トマト:検定系統「桔梗交31号・同33

号」「盛岡交32号」標準品種「カゴメ941」「な

つのこま」対照品種「しゆほう」「カゴメ932」

ウ．イチゴ：「盛岡29号･同30号･同31号」標準品

種「エバーベリー」対照品種「エッチエス138」

エ．ピーマン：「桔梗交11号・同12号」標準品種

「京波」対照品種「あきの」



オ．レタス:検定系統「盛岡1号・同2号・同

3号」、標準品種「テキサスグリーン」、対照

品種「パトリオット」

力．たまねぎ:検定系統「月交22号」、標準品

種「ツキサップ」、対照品種「くれない」

キ．ヤーコン:検定系統「SY206･同212-同217」、

標準品種「SY11」、対照品種「サラダオトメ」

結果

ア．メロン:両系統とも総収量は劣ったが、標準

品種で発酵果および低糖度果が激発したため、良

果収量は両系統とも優った。うどんこ病およびア

ブラムシは、標準品種に比べて明らかに発生が少

なく、抵抗性を有するものと思われた。「久愛交

1号」；標準品種対比では有望、実用品種としては

再検討と判定した。「久愛交2号」；不良果の発生

が標準品種並に多かったことから、標準品種と同

等、実用品種としては見込みなしと判定した。

イ．加工用トマト:各系統とも疫病の被害が著し

く、減収した。「桔梗交31号」；総収量、良果収量

共に標準品種より大きく減収したため、収量性、

果実特性が劣ったと判断して、対標準品種、普及

性ともに見込みなしと判定した。「桔梗交33号」；

標準品種と同程度の総収量、良果収量があり、果

実内部特性では標準品種と同等であったが、果実

外部品質は標準品種より優れていたため、対標準

品種では有望と判定した。しかし、本道では手取

り収穫は一般的ではないため、普及性は同等と判

定した。「盛岡交32号」；総収量、良果収量は標準

品種より大きく下回り、リコピン含量に標準品種

との差が認められなかったことから、収量性と果

実特性ともに劣っていると判定し、対標準品種、

普及性はともに見込みなしとした。

ウ．イチゴ:｢盛岡29号｣;上物率・果実品質でやや

優れるが、うどんこ病擢病程度が高いため、標準

品種と同等とした。また、対照品種対比では収量

が少なかったが、苗質の違いがあったため、再検

討とした。「盛岡30号｣;うどんこ病擢病程度が低く、

業務用適性もやや優れることから、標準品種より

優れると判定した。対照品種対比では収量が少な

かったが、苗質の違いがあったため、再検討とし

た。「盛岡31号｣；シクラメンホコリダニが発生した

株を抜き取り処分としたため、十分な特性評価が
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行えず、再検討と判定した。

エ．ピーマン:開花始期、収穫始期が両系統とも

標準品種より遅かった。「桔梗交11号」；草勢は

標準品種に比べ顕著に強かった。総収量は標準品

種と同程度であったが、着色不良果が多かったた

め、良果収量はやや劣った。評価は、対標準品種

は同等、普及性は収穫始期の遅れと収穫前期の石

果の発生を考慮し見込みなしとした。「桔梗交12

号」；草勢は標準品種に比べ、強かった。総収量、

良果収量は共にやや劣った。評価は、対標準品種、

普及性ともに見込みなしとした。

オ．レタス：「盛岡1号」；標準品種と比較して、

平均一球重は小さく、規格内率も劣り、収量性

は大きく劣った。腐敗病はほとんど見られなか

った。「盛岡2号」；標準品種と比較して、平

均一球重は小さく、規格内率も劣り、収量性は

大きく劣った。腐敗病は全く見られなかった。

「盛岡3号」；標準品種と比較して、平均一球

重は小さく、規格内率も劣り、収量性は劣った。

腐敗病は全く見られなかった。食味調査の評価

は供試品種・系統中で最も高かった。

力．たまねぎ：「月交22号」；標準品種と比較し

て、葉部生育量はほぼ同等であったが、草姿は

やや開張した。肥大期は同等であったが、倒伏

期は約5日早かった。乾腐病の発生が多く、平

均一球重が小さく、長球の発生により規格内率

もやや低かったため、収量性は劣った。球の硬

さは標準品種とほぼ同等で、外皮の赤色の濃さ

は「くれない」と同様に良好で「狸々赤」より

優った。内部鱗片の赤色の程度は「狸々赤」よ

り濃かったが、「くれない」より淡かった。球

形は地球からやや長球型であった。

キ．ヤーコン:rsY206j;茎長は標準品種に比

べてやや長く、茎数はやや少なかった。収穫時

の茎葉重はやや大きかった。総収量、規格内収

量とも優り、規格内平均塊根重は同等であった。

塊根の肉色は白であった。塊根の裂開はやや少

なかった。「SY212J;茎長は標準品種に比べて

長く、茎数は多かった。収穫時の茎葉重は大き

かった。総収量は優り、規格内収量はやや劣っ

た。規格内平均塊根重は小さかった。塊根の外

皮色は赤紫で、肉色は浅黄燈であった。塊根の



裂開は少なかった。「SY217j:茎長は標準品種

に比べて長く、茎数は多かった。収穫時の茎葉

重は大きかった。総収量、規格内収量とも優っ

たが、規格内平均塊根重は小さかった。塊根の

肉色は浅黄燈であった。塊根の裂開は多かった。

(8)たまねぎ地域適応性検定（113311）

試験期間：昭和63年～

担当科：野菜科

目的

北見農試において育成した系統について、道

央地域における標準栽培法によりその適応性を

検討し、優良品種の速やかな普及を図る°

方法

ア．供試材料

標準品種：「ツキサップ」、対照品種：「スー

パー北もみじ」、参考品種：「カムイ」、検定

系統：「北見交31号(3年目)」「北見交34号(1年

目)」「北見交35号(1年目)」

イ．栽培概要

1区:3.6㎡120株・3反復、施肥量:N;1.2,

P05:2.4,K:0;1.2kg/a、定植期:5月9日、栽植

様式:畦幅;30,株間;10.5cm，栽植密度:3175株／

a

結果

ア．「北見交31号」：乾腐病の多発により減収

した。「ツキサップ」「スーパー北もみじ」

「カムイ」より劣るとした。

イ．「北見交34号」：抽台の発生が認められ、

枯葉の進行・収穫期が遅かったが、球肥大が良

好で収量性は高かった。「ツキサップ」「スー

パー北もみじ」「カムイ」と同等とした。

ウ．「北見交35号」：主に収量性から「ツキサ

ップ」「スーパー北もみじ」よりやや優り「カ

ムイ」と同等とした。

(9)いちご地域適応性検定（113321）

試験期間：昭和63年～

担当科：野菜科

目的

道南農試の育成系統について、無加温半促成

栽培での道央地域における適応性を検討する。
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方 法

ア．供試材料

検定系統：「道南27号」、標準品種：「きたえく

ぼ」、対照品種：「宝交早生」「けんたろう」

イ．栽培概要

1区:4.5㎡20株・3反復、施肥量:N:1.5,

P205;1.2,K20:1.5kg/a、定植期:8月28日、栽

植様式:ベッド幅;ioo.条間;50,株間;30,通路幅

;50cm，栽植密度:444株/a

結 果

検定系統「道南27号」は、「北えくぼ」に比

べ、糖度はわずかに高く、果皮色はやや濃いが、

日持ち性、果実外観および食味は同等で、中心

空洞が大きく、収量性はやや劣った。総合評価

は「北えくぼ」に比べやや劣った。

(10)野菜の品楓特性一かぼちゃ一(221300)

試験期間：平成13年～14年

担当科：野菜科

目的

民間育成品種について作型や地域適応性、品

質特性の面から品種特性を調査するとともに、

栽培の省力化について品種面と作業面から検討

し、産地における品種選択の資料を提供する。

方法

ア．供試品種

標準品種：「えびす」、共同調査品種：「北の

こころ」「こふき」「メルヘン」「みやこ（但

し、作期Iのみ）」、供試品種・系統数:作期

I;22,作期Ⅱ:20

イ．試験規模

1区面積:12.0㎡、反復数:2

ウ．栽培概要

露地早熟移植栽培(作期I)播種日5月8日定

植期6月4日、露地早熟直播栽培(作期Ⅱ)播種

日5月30日、栽植株数41.7株/a，畦幅300cm株

間80cm、基肥量N1.0,PiOi2.LKi01.Ikg/a、子づ

る3本仕立て

結 果

ア．作期I

収量は、湿害の影響もあり全体的に低くなり、

「えびす」を上回ったのは「虹ロマン」のみで



あった。次いで、「北のこころ」、「MK-K14」、

「KA-1740」及び「YS-223」等が比較的高収量

であった。収穫個数は「虹ロマン」が最も多く、

「NS-019」及び「くりひろ」が最も少なかった。

平均一果重は「こふき」及び「甘ウマ」が約2.

4kgで大きく、「みやこ」及び「早生福万」が

約1.4kgと小さかった。カット調理時の食味は

「北のこころ」、「こふき」、「メルヘン」及

び「甘ウマ」は粉質程度、甘味ともに良好で、

高い評価となった。

イ．作期Ⅱ

収量は、湿害の影響もあり全体的に低くなり、

「えびす」を上回ったのは「甘ウマ」及び「虹

ロマン」であった。次いで、「北のこころ」、

「こふき」、「YS-223」及び「ほっこり133」

等が比較的高収量であった。収穫個数は「虹ロ

マン」が最も多く、「E9918」及び「くりひ

ろ」が最も少なかった。平均一果重は「甘ウ

マ」が約2.7kgで最も大きく、「煮たろう」が

約1.5kgと小さかった。カット調理時の甘味に

ついては全体的に際立った品種間差は見られな

かった。「北のこころ」及び「メルヘン」は粉

質程度が高く、また「YS-223」は粉質程度、甘

味ともに良好で、食味は高い評価となった。

2．栽培法改善

(1)グリーンアスパラガスの新品種、新作型に

対応した多収維持管理法一露地栽培におけ

る新品種に対応した多収維持管理法1－

（113350）

試験期間：平成9年～17年

担当科：野菜 科

目的

産地における品種選択の指針を示すことを目

的として、最近の主要品種・系統の生育特性、

病害発生程度、収量性、外観・内部品質を調査

する。また、倒伏防止処理の生育収量に及ぼす

影響について検討する。

方 法

ア．品種特性試験

供試圃場：センター圃場、l区10.8m'，3反復、

供試品種・系統：全雄F,13、混合Fi9、混合OP2、
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混合F23品種、定植期:1997年6月､栽植密度:18

Ocm×30cm、収穫期:2001年5月7日より50日間、

収穫調査:1日毎に一般収量調査、7日毎にサイ

ズ別調査・外観品質・内部品質調査、生育調査

：斑点病・茎枯病観察調査・秋期生育調査・欠

株調査等

イ．倒伏防止試験

品種：ウエルカム、反復無し

結果

ア．生育指標や枯葉株率、収量性は年次間で極

めて高い正の相関関係が認められ、品種間差異

が明確であった。また、斑点病擢病株率に正の

相関関係が認められ、茎枯病についても同様の

相関関係があり、擢病性に品種間差異が推測さ

れた。

イ．若茎頭部の締まり程度やアントシアン着色

程度及び茎色は年次間で高い正の相関関係があ

り、内部品質であるBrix値やビタミンC含有量

についても年次やサンプル時期で正の相関関係

が認められ、品種固有の特性と判断された。

ウ．27品種・系統について、生育特性、耐病性、

収量性及び品質性の18項目を相対評点し、クラ

スター分析による類型化を行った結果、5類型

に分類された。

エ．人為的倒伏により、規格内茎重は40%、平

均一茎重は20%、Lｻｲｽﾞ以上割合は25%減少した。

一方、小茎は倍近くに増加した。また、根中糖

分含有率も10%低い値であった。150cmﾄｯﾋ゚ ﾝｸ゙

は大きな影響は与えないが、120cmﾄｯﾋﾟﾝｸﾞは規

格内茎重を低下させた。

(2)野菜類の省力適性品種育成による省力・軽

作業化栽培技術の開発一短節間カボチャ品

種の栽培方式の開発一（211320）

試験期間：平成9年～16年

担当科：野菜科、園芸環境科

目的

北海道農業研究センターにおいて、省力・軽

作業化栽培に適したカボチャ新品種を育成する

に当たり、新品種が持つべき具体的特性を栽培

的な視点から検討し、育種の効率的な推進に寄

与するとともに、北農研セ育成系統・品種の栽





あった。「V-4」は「ポリ」対比で77*(総塊根

重）であった。

(4)メロンに対するクリンテートDX(農POフイ

ルム)の効果確湧試験（221330）

試験期間：平成13年

担当科：野 菜 科

目的

保温性を強化した農業用ポリオレフィン系フ

ィルム(資材名「クリンテートDXj)について

メロンハウス栽培における温度や湿度の推移の

特徴、それがメロンの生育や収量に及ぼす影響

を農業用塩化ビニルフイルムと比較、検討し、

その実用性を確認する。

方 法

ア．調査資材(各資材ハウス1棟）

検定資材：保温性強化農業用ポリオレフィン

系フィルム「クリンテートDX」、対照資材：

農業用塩化ビニルフィルム「ノービエース」、

厚さは両資材とも0.1mm

イ．供試品種と栽培期間

「ルピアレッド」、定植日；5月25日、収穫

日；8月10～18日

ウ．温湿度の測定

栽培期間中ハウス内中央部マルチ上10cmと1m

の温湿度、10月上旬閉鎖ハウス内中央部地上1

Ocmと1mの温湿度

結果

ア．5月下旬定植、8月中旬収穫のメロンハウ

ス栽培の調査では、ハウス内の気温の推移、メ

ロンの生育、収量ともに「クリンテートDX」お

よび「ノービエース」に明らかな差は認められ

なかった。

イ．10月上旬の閉鎖状態ハウスの調査では、夜

間および曇雨天日の気温には両資材の差は認め

られなかった。しかし、晴天日・日中の気温上

昇が地上10cmでは差が認められなかったものの

地上1mでは「ノービエース」で大きかった。

これは、農業用塩化ビニルフイルムの光線透過

が「直達光型」であるのに対して農業用ポリオ

レフイン系フイルムでは「拡散光型」であるこ

とに起因したと考えられる。
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ウ．農業用ポリオレフィン系フィルムハウスで

は農業用塩化ビニルフィルムハウスより乾燥し

やすいとの指摘もあるため、ハウス内湿度の測

定を行ったが、「クリンテートDX」で相対湿度

が明らかに低いという事例は認められなかった。

エ．その他、従来から上げられている農業用ポ

リオレフィン系フィルムと農業用塩化ビニルフ

ィルム間の物性の差異は認められたが、「クリ

ンテートDX」に展張作業時や栽培期間中の作業

性、強度などで特に実用上支障となる問題点は

観察されなかった。

オ．以上、夜間および曇雨天時の気温の推移か

ら「クリンテートDX」の保温性は「ノービエー

ス」と同等であり、日中晴天時の閉鎖ハウスの

中上層部の気温上昇には光線透過性の違いによ

ると考えられる差も認められるが、日中晴天時

の換気が通常行われる時期のメロンハウス栽培

では「クリンテートDX」は「ノービエース」と

同等のハウス被覆フイルムとしての実用性を有

すると判断された。

(5)アレロパシー資材の除草効果(221350)

試験期間：平成13年

担当科：野菜科

目的

植物情報物質研究センターで開発されたアレ

ロパシー資材「オオイタドリ粒剤」の雑草抑制

効果についての実証試験を行う。

方法

ア．雑草草抑制効果調査

供試雑草：イヌビエ・シロザ・イヌタデ、2

回調査、Sプランタ(11.2L、58×16×12cm)

使用

イ．対作物影響調査

コマツナ：「よかった菜」、直播、2回調査、

Lプランタ（33.6L，83×27×15cm)使用、32

株/Lプランタ(16株×2条）

レタス：「みずさわ」、移植､Lプランタ(33.

6L，83×27×15cm)使用、8株/Lプランタ(4

株×2条千鳥植）

ウ．試験区構成

4処理×3反復、無処理(空粒剤)区、オオイ











ア．処理区と供試材料

緩効A(リニア75日N-P2O5-K2O=12-10-10)

緩効B3種（感温性40日、70日、100日

N-P2O5-K2O=26-l-0)

イ．施用量(kg/lOa):N:P2O5:K2O=15:20:15

春施用分窒素(lOkg/lOa)を緩効AとBで定植

9/29と根雪時11/30に施用

ウ．供試品種「もみじ3号」

エ．耕種概要

播種（ミノル育苗ポット）9月1日、基肥9

月29日、定植10月3日、収穫翌年8月1日

栽植密度・試験規模:25cm×11.1cm(36,000株

/10a)、1区面積2.775㎡、2反復

結果

ア．定植時に埋設したときの資材の早春残存率は

A資材は25％、B資材はそれぞれ1m日90％、70

日73％、40日28％であり、B資材は100日の残

存率が高かった。

イ．収量や緩効性の施用効果については、越冬率

や1球重が低く判然としなかった。

2．農産物の流通・貯蔵技術の開発試験

(1)寒地畑作型野菜輪作における作物組み合わせ

特性の解明と輪作技 術（ 13 34 20）

1)寒地畑作型野菜の安定・高付加価値牛麗技術の

開発と低コスト貯蔵・流通技術の確立

①畑作型野菜の低コスト予冷・貯蔵・流通技術の

開発

i夏どりだいこんの冒氷冷水予冷・流通技術の開

発

試験期間：平成11～13年

担当科：園芸環境科

目的

だいこんの冷水予冷効果を明らかにするととも

にその後の流通体系を検討し低コストな予冷流通

技術を開発する。また、だいこん流通における通

い容器導入の調査を行い、包装容器における省資

源化を目指す際の資とする。本年は、それぞれを

流通させた場合の品質に対する影響を調査した。

方法

ア．冷水予冷効果確認試験

強制通風予冷品を対照として冷水予冷の効果が
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輸送中の品質に与える影響を調査した。

イ．だいこんに対する通い容器の流通適性の検討

輸送中の品傷みおよび重量歩留りに与えるラッ

ピングフィルムおよび緩衝材の影響を調査する。

容器：通い容器+ラッピングフィルム+緩衝材区

(2.Sinniエアー系緩衝材)、通い容器+ラッピング

フィルム区、通い容器+緩衝材区、通い容器区（い

ずれもイフココンテナ618)、ダンボール区（対

照）

結果

ア．冷水予冷効果確認試験

冷水予冷品を輸送した結果、強制通風予冷品と

比較して重量歩留りの低下が抑制された。輸送中

の品温上昇があり、冷水予冷の品質に与える効果

は確認できなかった。

イ．だいこんに対する通い容器の流通適性の検討

ラッピングフィルムで通い容器を包装すること

により予冷・輸送中の重量歩留り低下は抑制さ

れ、対照であるダンボール包装よりも高く推移し

た。品温は、予冷・輸送中においては対照区とほ

ぼ同程度で推移したが、着荷後、市場に留め置か

れている状況では対照区よりも温度変化が大き

く、ラッピングフイルムの効果は小さかった。通

い容器に緩衝材を併用することにより輸送中の品

傷みは全く認められなくなった。ただし、緩衝材

を使用しない場合でも、品傷みの程度は軽微であ

ったため、より簡易な緩衝材で十分な効果が得ら

れるものと考えられる。

ii秋どりだいこん・ながいもの冷熱利用貯蔵技術

の開発

試験期間：平成13～15年

担当科：園芸環境科

目的

冷熱利用貯蔵庫でのだいこん、ながいもの貯蔵

形態を明らかにし、品質変化をもとに用途別の貯

蔵可能期間を明らかにする。本年は、だいこんに

関して浅漬け用途向けを対象として、ながいもに

関して生食用を対象に試験を行い、貯蔵期間や、

適切な貯蔵形態を明らかにする。

方法

ア．だいこんの冷熱利用貯蔵技術

加工用途向けだいこんの貯蔵を雪氷室型貯蔵庫で

行い、貯蔵期間を明らかにする。





送中を通して15℃以上で推移した。表皮黒変症が

15～20℃の温度で3日程度経過すると発生するこ

とから、京都への輸送では輸送環境の改善が必要

であると考えられた。

3.新農業資材の実用化

(1)肥料および土壌改良材（226030）

目的

肥料および土壌改良材の野菜に対する実用性に

ついて検討する。

方法・結果

省略、成績結果は委託機関に報告

1)レタスに対する石灰窒素入り複合肥料施用試験

試験期間：平成13～14年

担当科：園芸環境科

2)秋まきタマネギに対する「ケイ酸カリ」施用効

果試験

試験期間：平成10～14年

担 当科：園芸環境科

3)キャベツに対するペーパースラツジ堆肥の施用

試験

試験期間：平成13～14年

担当科：園芸環境科

4)キャベツに対する鶏糞堆肥「ｽー ﾊ゚ ﾊー，イオ堆肥」

の施用効果試験

試験期間：平成12～13年

担当科：園芸環境科

4.農政部事業

(1)道営土地改良事業計画地区土壌調査(540710）

試験期間：平成13年

担当科：園芸環境科、各農試と分担

目的

土地改良計画地域の土壌を実施し、必要な改良

指針を策定する。

方 法

ア．計画地区土壌調、土壌理化学性分析

イ．調査地区4地区（深川市2地区、秩父別町、

北竜町）

ウ．処理土壌調査5月上旬

結果

各地区の土壌タイプごとに必要な改良指針を作
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成し、農政部に報告した。



Ⅶ病害虫試験成績の概要

1．園芸病害虫試験

(1)メロンえそ斑点病の総合防除対策（11527⑪

試験期間：平成12年～16年

担当科：病虫科，野菜科

目的

土壌伝染性のウイルス病であるえそ斑点病に対

する耕種的な防除手段を開発し，これらの組合せ

による総合的な防除対策の確立を図る°

方法

ア．発生実態調査全道の主産地におけるえそ

斑点病の発生調査と解析

イ．実用品種における品種間差異

ウ．緑肥導入による発病軽減効果試験

エ．簡易太陽熱消毒

結果

ア．4市町における発生実態調査を行い，22ほ

場でえそ斑点病の発生を確認した。このうち，発

病株率が50％以上のほ場は13筆(59%)，100％の

ほ場は5筆(23%)，生長点の小斑点症状による生

育不良の発生ほ場は3筆(14%)であった。

イ．19品種・系統（接木処理も含む）のえそ斑

点病に対する感受性を比較した結果，品種間差が

認められ，空知台交3号,PMR-5,P4-10-3-8-10,

Perlitaは接種葉に病斑が全く形成されなかった。

ウ．栽培終了後の緑肥の栽培によるえそ斑点病の

抑制効果は供試したスイートコーン，ソルガム，

ナツカラシおよびえん麦でいずれも認められなか

った。

エ．簡易太陽熱消毒処理を3町村，5農家の10

ハウスで実施した。処理深が浅いほど高温になり，

10cm程度の深さでは50℃を越える温度に達し

た。10および20cmでは処理期間の大部分が30

℃を越える温度で,30cmでは25～35℃で40

℃を越える温度は少なかった。

オ．無菌状態で生育させたメロンの旺軸切片に

Am℃bacterium麺血昭Enes株を接種し，人工的に

毛状根を発根させた。

(2)ゴボウ黒条病の発生生態の解明と防除対策

（115250）

試験期間：平成11年～13年

担当科：病虫科

目的

ごぼうの黒条症状に関与する病原菌の同定を行

うとともに，発生生態および被害状況を解析し，

効果的な防除対策を構築する。

方法

ア．全道における本病の発生実態調査

イ．病原菌の分離・同定と諸性質

ウ．発生生態の解明

エ．被害解析

オ．有効薬剤の探索と実用化試験

結果

ア．全道における発生実態を調査したところ，全

ほ場で発生し，常発する病害であった。

イ．病原菌はその形態および諸性質から〃eﾉ汐o"た

Hapeﾉ汐ね”"sと同定された。

ウ．発病の好適条件は温度が10～20℃，葉面

の濡れ時間が15～20℃で24時間以上，胞子形

成湿度が95％以上であった。

エ．葉柄の折損処理を行った結果，総収量および

規格内収量を減少させ，折損程度が大きいほど，

時期が早いほど，顕著な減収に結びついた。黒条

病の被害を確実に防ぐには茎葉の枯死・折れを防

ぐことが重要である。

オ．本病に有効な薬剤はﾌﾙｱｼ゙ ﾅﾑ水和剤の1000

倍およびﾃﾌ゙ ｺﾅｿ゙ ﾙー水和剤Fの3000倍で，初発

初発直後からの2回散布の効果が高かった。フルア

シ･ﾅﾑ水和剤は本病に農薬登録を有する（1000倍，

茎葉散布，収穫21日前まで，3回以内)。

力．本病の防除は，ごぼうの茎葉でうね間が覆わ

れる時期から本病のほ場観察を開始し，初発を確

認後，すみやかにﾌﾙｱｼ゙ ﾅﾑ水和剤を10日間隔で2

回散布する方法である。

(3)ミカンキイロアザミウマの総合防除技術の確

立（115240）

研究期間：平10年～14年

担当科：研究部病虫科

目的
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ミカンキイロアザミウマの道内における分布拡

大を阻止するとともに、被害防止のために物理的、

生物的、化学的手段を組合せた総合防除法を開発

し、実用化を図る。

方法

ア．発生生態の解明（ア)発生消長状況

（イ)寄生部位

イ．耕種的、物理的防除法の効果の検討：ハウス

の冬期間開放によるの効果の検討

ウ．天敵利用による防除法の検討：ククメリスカ

ブリダニ、タイリクヒメハナカメムシの効果検討

エ．有効薬剤の探索と効果的利用：トマト、キク

での有効薬剤の防除効果

オ．総合防除体系の組立て（トマト、ピーマン）

結果

ア．発生生態の解明：本年の場内の無加温ハウス

での青色粘着板での捕穫消長は、4月中旬～6月

中旬と8月下旬～10月上に捕獲数が多くなった。

寄生部位は、トマトでは下位葉と花で多く、ピー

マンでは花に寄生が多かった。

イ．耕種的、物理的防除法の効果：20m年12月

下旬または2m1年1月下旬に2週間、ハウス側

窓を開放した場合、1月開放ハウスでは低温期間

が十分にあり、翌春でのミカンキイロアザミウマ

の発生は認められなかったが、12月開放ハウス

では低温条件が基準時間近くでの処理で地表温度

等も十分に下がっていなかったためか、翌春アザ

ミウマの発生がみられた。

ウ．天敵の効果：

(ア）ククメリスカブリダニ放飼の効果：トマト

およびピーマン1株当たり1m頭のククメリスカブ

リダニ製剤を6回(8月2,9,14,21,25,31日)放飼した。

最終放飼後から無放飼区との差が出始め、ククメ

リスカブリダニの定着も11月まで確認された。

(イ）タイリクヒメハナカメムシ放飼の効果：トマ

トおよびピーマンが栽培されているハウス1棟

（200㎡）にタイリクヒメハナカメムシ製剤1本

（250頭／本、10ケ所/a)を約1週間間隔で4

回（8月21,25,31日,9月7日）放飼した。10月

中旬には放飼した次世代がハウス内で定着してい

るのが確認されたが、ククメリスカブリダニ放飼

併用の場合でも、密度抑制効果は不明瞭であった。

エ．キクでの茎葉散布ではクロルフェナピル剤お

よびカルボスルファン剤が高い効果を示した。ま

た、アセタミプリド剤のくん煙は、ハウス内の密

度を低減する効果が認められたが、効果は処理時

の風の影響を受けやすかった。

オ．総合防除体系の組み立て：くん煙剤（アセタ

ミプリド剤5回)、茎葉散布剤（クロルフェナピ

ル剤2回）の体系処理での効果は、トマトおよび

ピーマンともに茎葉散布剤の効果の方が大きかっ

たが、長期間低密度に抑える効果を示し

(4)グリーンアスパラガスの新品種,新作型に対応

した多収維持管理法（11335⑪

試験期間：平成13年～15年

担当科：病虫科

目的

グリーンアスパラガスの新しい栽培形態として

注目されている立茎栽培における病害の発生実態

を把握し，今後の普及に当たっての問題点や防除

方法を検討するための基礎とする。

方法

立茎栽培の先進的導入地域において，特に立茎

栽培の特徴である夏秋収穫期（7月上旬、10月上

旬）の病害の発生実態について調査した。

結果

耕種概要については，各農家間で大きな差異は

認められず，ほぼ同様の栽培形態であった。

病害については，当初茎枯病の発生が懸念され

たが，発生量は少なく発病株の抜き取り等も行わ

れており9月以降は目立たなかった。一方，斑

点病については同時期の露地栽培と比較しても早

くから発生が始まり，発生量も多かった。立茎栽

培は露地栽培に比較し株の繁茂を抑えた状態で栽

培するため，過繁茂により発生が助長される斑点

病の発生は少ないものと予想されていたが，本年

度の調査では逆の結果となった。一部の農家では

収穫を中断して斑点病防除を行っていたが，ほと

んどの農家では収穫中であることから殺菌剤は使

用されていなかった。夏秋収穫後についても斑点

病の防除はなされておらず，株は激しく黄化して

おり次年度以降への影響が懸念された。

立ち枯れた茎は容易に根部から離脱し，内部の

組織は崩れ茎上部は空洞化していた。これらの株

からは主にFus臼』ヅﾋim属菌が分離されてきたが，
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方法

農業改良普及センター，農協および農家などか

らの依頼に対し，常法により病原菌または害虫の

種類を明らかにするとともに，必要に応じて現地

を調査して発生生態および被害を明らかにする。

結果

ア．病害の診断件数は295点であった。このうち，

野菜の病害の依頼件数が多数を占めた。

イ．虫害の診断件数は39点であった。このうち，

野菜の病害の依頼件数が多数を占めた。

ウ．主な診断があった病害虫はトマト青枯病，半

身萎凋病，メロンえそ斑点病，つる割病，アスパ

ラガス立枯症状，野菜・花きのTSWV,ミカンキイ

ロアザミウマおよびダニ類などであった。

エ．新たに発生を確認した病害虫はシュッコンカ

スミソウの斑点細菌病，アスター萎凋細菌病（新

称)，シネラリアの黒根病（新称)，りんどうのえ

そ萎縮病，サンダーソニアの白絹病，ビオラの根

腐病，大豆・キャベツのナミハダニ，トマト・モ

ロヘイヤのカンザワハダニ，ピーマン・レタスの

ツメクサガ，ヤーコンの各種害虫である。

2．寒地型野菜の安定生産・高付加価値

生産技術開発と低コスト貯蔵・貯蔵技術

の確 立 （133420）

(1)ダイコンバーティシリウム黒点病に対する高精

度簡易土壌検診法の開発

試験期間：平成12年～15年

担当科：病虫科

目的

土壊からのダイコンバーティシリウム黒点病原菌の

高精度で簡易な検出･定量法(検診法)を確立し,だい

こん作付けに当たってのほ場検診や的確な防除対策

の選択に資する。

方法

ア．自然発病土壌からのy・”"liaeの検出

イ.枠ほ場で栽培した「T901」･｢夏つかさ｣の発病

ウ．人工汚染土壌からのV.albo-atrumの検出

結果

ア．供試した126試料のうち．定量+PCR+反応で

あったものが7ユ試料，定量+PCR-反応であった

が，調製試料による再PCRで＋反応となったも

のが’1試料あった。一方，再PCRでも-反応で

あったものが7試料あった。

定量-PCR-反応となったものは34試料であっ

た。しかし定量-PCR+反応となった試料も3試

料あり，また定量結果が微小菌核’個/gdry

soユユ以下でもPCR反応十の試料もあった。これ

らの結果から,PCR検出で＋であった試料は，定

性的にはV.da力互aeが存在する土壌であり，

PCR検出で-であった試料は砿壷"liaeは存在

しないかもしくは非常に低い密度であると考えら

れた。

イ．枠ほ場で栽培した「T901」．「夏つかさ」の

発病株率については表2に示した。「T901」に比

較して「夏つかさ」がより発病株率の上昇が緩や

かであり，抵抗性が強い結果であった。

ウ･作成した人工汚染土壌から核酸を抽出し，暁

albo-atzz”用検出プライマーを用いてPCRを行

ったところ，＋反応が確認された。また，作成し

たプライマーを用いてし.dahliae菌体抽出核

酸およびV.dahliae検出土壌を用いたPCRで

は-反応となり，このブライマーは肱”ｶliae

に反応せず,V.albo-atrumにのみ反応するこ

とが確認された。

(2)ダイコンの細菌病に対する品種抵抗性検定手法

の開発

試験期間：平成12年～15年

担当科：病虫科

目的

北海道のだいこん栽培で，その安定生産を阻害

する要因の一つである細菌病については，品種ご

との抵抗性の強弱を安定的に判定する手法が開発

されていない。そこで市販のだいこん品種の細菌

病に対する抵抗性検定手法の開発を行う。

方法

ア．ほ場における軟腐病抵抗性検定

イ．幼苗における軟腐病抵抗性検定

ウ．幼苗における黒斑細菌病抵抗性検定

結果

ア.供試した23品種のうち，抵抗性判定が既知の

品種では発病株率の推移は概ね判定どおりの順序で

あった。しかし，弱判定の「YRてんぐ｣，中判定

の「YR天平」が強判定となったこと，弱判定の

－43－



「YRあきしの｣，強判定の「夏得」「喜太一」が

中判定となったことが既知の判定と異なっていた。

イ．幼苗での接種検定では，ほぼこれまでの抵抗

性判定の結果と一致していた。ほ場における試験

と比較しても幼苗検定の結果が既知の判定を反映

していた。これは幼苗検定の反復数が9回以上

と多いためと考えられた。しかし，幼苗検定にお

いて，強と弱は明瞭に示されるものの中判定品種

にはふれが生じることが示された。

ウ.黒斑細菌病については6回試験したうち2回の

み発病を認めた。「献夏青首｣を除いて発病が高かっ

た品種は，軟腐病抵抗性弱判定品種が多かった。

一方，まったく発病が認められなかった品種もあ

ったが，これにより抵抗性の判定が強となるかに

ついては今後さらに安定して本病を発病させる検

定手法の開発が必要である。

3．クリーン屋業

(1)交信撹乱剤を活用した減農薬防除技術
2)野菜・花きのコナガおよびヨトウガ類

（551285）

研究期間：平成13－16年度

担当科：研究部病虫科

目的

野菜・花き類に発生するコナガ・ヨトウガ類など

複数の鱗趨目害虫に対する同時交信撹乱法を開発し、

総合的な減農薬栽培を達成する技術を確立する。

方法

ア．コナガに対するダイアモルア剤新製剤の効果

の評価

イ．ヨトウガに対するダイアモルア剤の交信撹乱

効果の検討

ウ．他のヨトウガ類に対するダイアモルア剤の交

信撹乱効果の検討

結果

ア．コナガに対するダイアモルア剤新製剤の効果

の評価：フェロモントラップによる誘殺消長は、

8月上旬まではダイアモルア剤処理区の誘殺数は

無処理区に比較して少なく推移していた。7月9

日の調査では、処理区中心にある区の幼虫・蝿密

度は無処理区の49．7％を示したが、処理区周辺

近くにある区では無処理区との差が小さかった。

イ．ヨトウガに対する交信撹乱効果の検討：

ダイアモルア剤処理区では、無処理区よりコロ

ニー数（卵塊数）が少ない傾向はみられたが、1

卵塊当たりの卵数が多いことから、寄生幼虫数や

被害は多かった。

ウ．ツメクサガ、シロシタヨトウ、オオタバコガ

の交信撹乱成分の検討：処理区での枝豆でのツメ

クサガ幼虫の密度は無処理区に比較して少なく推

移した。シロシタヨトウ、オオタバコガは発生が

少なく、効果の判定はできなかった。

4．新農業責材の実用化

(1)殺菌剤ならび殺虫剤（226010）

試験期間：平成9年～

担当科：研究部病虫科

目的

花き・野菜の病害虫に対する新規薬剤について

の防除効果と実用性を検討する。

試験方法・結果

殺菌剤35点（キュウリのべと病・灰色かび病、

スイカの炭痘病・灰色かび病、メロンのべと病、

トマトの疫病、ナスのうどんこ病、パンジーの灰

色かび病、ネギの黄斑病、タマネギの灰色腐敗病

・白斑葉枯病・小菌核病・黄斑病、アスパラの茎

枯病)、殺虫剤12点（きくのミカンキイロアザミ

ウマ、キャベツ・ブロッコリー・ダイコンのコナ

ガ、キュウリ・トマト・ピーマンのアブラムシ

類）の効果試験を実施した。
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2．経営革新技術等移転促進事業

(1)メロンつる割病抵抗性台木品種「空知台2号」

の実証によるメロン安定生産支援（580191）

試験期間：平成13～14年

担当科：研究部野菜科、病虫科、

技術普及部、空知西部普及センター

目的

メロンつる割病(ﾚー ｽl,2y)発生圃場において、

台木品種「空知台2号（どうだい2号)」の大規

模生産レベルでの抵抗性及び生育特性を把握し、

速やかな普及を図る。本年度は現地発生圃場にお

ける抵抗性台木品種の比較を行うとともに、菌密

度（前作発病程度）と「空知台2号」の発病抑制

効果の関係と台木特性の改善点確認を検討した。

方法

アメロン台木品種比較試験

現地8圃場（前年の発病による被害無2、少2、

中2，多1、不明1）

試験区：「空知台2号｣、標準区：「金剛1号｣、

対照区：自根、比較区：「どうだい1号」他、

民間育成品種2～3品種

イ現地実証試験

現地調査とアンケートから、生産者レベルでの

作業性及び生育､収量について確認するとともに、

発生圃場の菌密度と発病程度を調査した。

結果

アメロン台木品種比較試験

つる割れ病(ﾚー ｽl,2y)の発病率が「金剛1号」で

90％、「自根」で60％の圃場で、「空知台2号」

は10%の発病率であった。このことから、「空知

台2号」の抵抗性は、他の民間育成の抵抗性台木

品種と同様と思われた。

「空知台2号」の旺軸径は「金剛1号」とほぼ

同様で、果実品質も問題はなかった。また、生産

者アンケートからも接ぎ木性については問題がな

いと推察された

イ現地実証試験

つる割れ病(ﾚー ｽl,2y)の発生が認められる圃場
で｢空知台2号｣を使用した場合、前年14～19%の

発病がみられた圃場において、10%以下の発病に

抑えることができた。

「空知台2号｣の発病株の根の付近から採取した
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土壌において、つる割れ病(ﾚー ｽl,2y)の菌密度は乾
土Ig当たり3.5×10*以上であった。しかし、圃

場全体での発病率は、多いところでも1～2割程

度であったことから、病原菌は偏在しているもの

と思われた。一方、激発圃場では、「空知台2号」

を使用しても発生が抑制できない事例もみられた

ことから、乾土Ig当たり10'以上の高菌密度の場

所では｢空知台2号｣を使用しても、つる割れ病

(ﾚー ｽl,2y)が発病する危険性が高いことが明らか
となった。

(2)宿根かすみそう多茎仕立て技術の実鉦による

産地支援（580190）

試験期間：平成13～14年

担当科：技術普及部、研究部花き科、

雨竜西部普及センター

協力分担：沼田町、JAぬまた、北空知広域農協連

目的

宿根かすみそうの消費ニーズ（コンパクト化、

値頃感）に対応した新しい栽培法「多茎仕立」の

導入普及により、収益性と労働生産性の改善を図

る。また、相対取引に対応する計画出荷・継続生

産体系の確立により産地の生産維持、拡大を支援

する。

方法

現地沼田町において、2回摘心12本多茎仕立、

慣行4本仕立ての各処理を3作型で行った。供試

品種「雪ん子」で、2反復とした。購入プラグ苗

を20日間程度育苗し、定植し、約1カ月後に2

回目摘心した。その他の管理は現地慣行とした。

結果

ア技術実証と普及

多茎12本仕立ての生産性は、各作期平均採花率

で86％、目標のM規格は1m％確保され、実証ほ

の活用による新技術に対する生産者及び関係者の

理解と技術習得が図られた°「雪ん子｣の12本仕立

ては、収量品質とも十分で適応性が高く、格付に

は余裕があった。

イ多茎栽培における品質確保と継続出荷体系の

検討

9～10月切りの出荷体系において、定植3作期(10

日間隔)で出荷期の推移を検討した。多茎I区

(6/5定植)の採花は生育中期の低温でﾔﾔ遅れたが、







X研修事業の概要

1．概要

本道における花き・野菜の生産振興を支援す

るため、新技術（品種）の迅速な普及定着や生

産を担う人材の育成等を目的とした技術研修を

実施したほか、国内外の技術指導者等との交流

を目的に、JICA研修生や道外の改良普及員

研修生の受入を行った。

2)開催内容

○第1回委員会（9月28日）

・研修の実施状況、課題解決研修実施計画等

○第2回委員会（12月27日）

・課題解決研修実施計画、基礎技術研修の実施

計画、14年度研修計画等

○第3回委員会（3月29日）

・研修実施結果、14年度研修実施内容等

2．研修事業の推進

北海道花き・野菜技術研修に対する理解を深

めるため、農政部関係課、市町村、JA、農業

高校、農業改良普及センター等への推進を実施

したほか、円滑な研修の実施に資するため、場

内に専門委員会（研修事業運営委員会）を設置

し、計画の策定、実施・運営等についての検討

・調整を行った。

(1)研修事業推進の経過

○中空知地区（11月6日）

滝川市､砂川市､奈井江町､新十津川町、浦臼町､JA

ピンネ、JA新すながわ、JAたきかわ、新十津川農高

○北空知地区（11月7日）

深川市、妹背牛町、沼田町、雨竜町、北竜町、秩

父別町、JA北そらち、JA沼田、JA秩父別、JA妹

背牛、北空知広域連

○南空知地区（11月9日）

栗沢町、栗山町、

○関係機関（11月8～9日）

JA中央会岩見沢支所、ホクレン岩見沢支所、北海

道N0SA1，北海道農業担い手育成センター

○道関係機関（11月6～9日）

農政部農業改良課・農産園芸課、空知支庁、石狩

支庁、改良普及ｾﾝﾀｰ（空知・石狩）

3．北海道花き・野菜技術研修

(1)専門技術研修

生産者、技術指導者を対象に、高度な専門

技術の習得を目的に、課題解決や各種分析技

術等についての個別指導を行った。

表1専門技術研修受講者数

数

名
名
名

講
４
２
６

受区 分

野菜に関するコース

土壌肥料に関するコース

合計

表2専門技術研修受購者及び研修内容

氏名

麗田賊

金谷清万

浮田浩行

北出肇

伴井雅司

高下真一

4/18～6/15

7/2～7/3

6/4～9/28

6/4～9/28

7/1～3/29

7/1～3/29

北海道NOSAI

弧川町

留萌市

名寄市

美深町

音更町

(2)総合技術研修

生産者、技術指導者を対象に、基礎知識か

ら実践技術の習得を目的に編成したカリキュ

ラムに基づき総合的な指導を行った。

(2)専門委貝会開催内容

1)研修事業運営委員会の構成

委員長林幸治（技術普及部）

委員清水邦彦（総務課)、日下孝人（管理科)、

鈴木亮子（花き科)、中野雅章（野菜科)、

山上良明（園環科)、小松勉（病虫科)、

事務局斉藤健太（技術普及部）

表3総合技術研修の実施内容

程期間受講者数課

名
名

７
７

基本技術研修（前期）4/18～6/15

実践技術研修（後期）6/18～9/28

14名計合
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日時平成13年2月27日（火）

場所滝川市文化センター（小ホール）

内容

・平成13年度の成績会議で普及奨励若しくは指

導参考事項となった技術（品種）等の伝達。

・報告課題の内訳

野菜（11課題)、ｸﾘｰﾝ農業（3課題)、

農業環境（3課題)、花き（4課題）

・受講数210名

○滝川トマトを考える会

滝川市におけるトマト産地形成を支援するた

め、現状の課題や問題点、先進産地の事例等に

ついて総合的な検討を行った。

日時平成13年3月12日（火）

場所花・野菜技術センター

内容

・滝川市のトマト導入・拡大の目標

講師中西寿男 氏(JAたきかわ）

・滝川トマトの課題

瀧師大久保進一改普（空知東部農改ｾﾝﾀｰ）

・平取トマトの概要～産地化の視点より～

講師高橋日登志専普（日高西部農改ｾﾝﾀｰ）

・トマト産地化に向けた課題と方策

講師白井康祐研職（中央農試）

・全体討論

・受講者数44名

○北海道アスパラガスフォーラム

新たな栽培方式として注目されているアスパラ

ガス立茎栽培をテーマに、センターで開発した技

術や道内外の先進事例についての総合的な検討を

行った。

日時平成13年3月26日（火）

場所滝川市文化センター・小ホール

話題提供

・アスパラガスハウス立茎栽培について

（講師目黒孝司主任研究員）

・露地栽培グリーンアスパラガスの品種選択指針

（講師土居晃郎専門研究員）

・蘭越町のアスパラガス立茎栽培について

（講師蘭越 町中屋栄吉氏）

・長野県のアスパラガス立茎栽培について

（講師長野県野菜花き試験場元木悟氏）

パネルデスカッション

コーディネーター（志賀研究部長）

パネラー（目黒主研）

（川岸専技）

（柳山主任専技（北見農試)）

（中屋栄吉氏）

（元木悟氏）

（斯波専普（中後志農改ｾﾝﾀｰ)）

･受講数350名

(5)市民セミナー

消費者等を対象に、道産の花・野菜及び当

センターに対する理解を深めることを目的と

した各種セミナーを開催した。

Oガーデニングピギナーズセミナー

日時平成12年7月12日（火）

場所花・野菜技術センター（前庭）

内容

・講義～やさしい草花の管理～

（講師川名主任専門技術員）

・実習～寄せ植え・ﾊﾝｷﾞﾝｸﾞ～

（講師竜香園代表取締役小野氏）

・受講数29名

○ 空 知 の 花 ア レ ン ジ メ ン ト セ ミ ナ ー

日時平成13年8月28日（火）

場所花・野菜技術センター（講堂）

内容

・公開フラワーアレンジメント

。やさしいフラワーアレンジ～

・生産者のための花束教室

（講師精美会代表奥祥華氏）

。やさしい押し花教室

（溝師押し花ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ高塚礼子氏）

・受講数250名

4．その他研修

(l)JICA海外屋業技術研修生

TiekoMassago(7尼～10/24)

(ブラジルパラナ州立マリンガ大学農学部園芸研究室）

GodofredoAmilcarAguillonReyes(7/29～8/24)
（ｴﾙ･ｻﾙﾊﾞﾄ・ル国立農牧林業技術ｾﾝﾀｰ・農業普及員）
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EdsonDanosiW1ZMAN(7/30～9/19)

（マラウイ農業湛慨省開発事務官）

JervisChezaR.SHBA(7/30～9/19)

（マラウイ農業湛溌省副園芸事務官）

(2)道外普及員研修生

薄衣利幸（9/3～11/2）

（岩手県盛岡農業改良普及センター）

5．研修ほ場等作付概要

区分 品 目

花き
スプレーカーネーション

トルコギキョウ

スブレーギク

シクラメン

ポインセチア

デルフィニウム

スブレーキク

宿根カスミソウ

スターチス・シヌアーター

ストック

ブブレウルム

ひまわり

コスモス

ゆり

チューリップ

グラジオラス

1．2年草

花壇苗

野菜
メロン

トマト

ピーマン

ホウレンソウ

チンゲンザイ

ねぎ

ブロッコリー

にんじん

だいこん

キャベツ

えだまめ

グリーンアスパ ラ ガ ス

いちご

たまねぎ

スイートコーン

そらまめ

※総合技術研修共通栽培品目のみ

種
8コ

ロロ

ﾚｯﾄ゙ ﾊ．_バラ、ﾎﾜｲﾄバーバーラ他3品種

あずまの波、あずまの漣他32品種

ｾｲﾌﾞﾘﾝｽ、金風車他16品種

ｽｶー ﾚｯﾄ、上．ンｸ、ホワイト

ﾌﾘｰﾀﾞﾑ他2品種

_力互哩I系今_塑璽エuZ2:3塁塾tvill型羅一
へ・ﾗﾄ゙ ﾝﾅｲﾝﾌ゙ 、ｶｻﾌ゙ ﾗﾝｶ、ヘ・ﾗﾓー ｻｲﾝﾌ゙

金風車、ﾓﾝﾀﾅ、ク・ﾗｼｱ、スワン他13品種

_買血王路Z
雪ん子、フ．

ﾘｽﾄﾙﾌｱﾘ一
一一一一・■■一一一一一一一一一■■■■■■一一■■■■・■■■■■

ﾘｽﾄﾙﾌｱﾘー

ﾌﾗｯｼｭﾋ゚ ﾝｸ、ヘ・ルベットｳｲﾝｸ゙ 他15品種

雪波、朝波、黄波、青波

ｸ゙リフィティー

のぞみ、かがやき、サンビーム他9品種

ｵﾚﾝｼ゙ ｷｬﾝﾍ゙ ｽ、ｲｴﾛー ｷｬﾝﾊ゙ ｽ他4品種

ｶｻﾌ゙ ﾗﾝｶ、ｽﾀー ﾀ゙ ｽﾄ、モナ他11品種

ｹー ﾌ゙ ﾗﾝﾄ゙ ｷ．フト、ケーブコ．-ﾄ゙ 他10品種

ﾄﾗﾍ゙ ﾗー 、ｾﾏﾘﾝｸ゙ 、トパーズ他5品種

ｱｸﾛｸﾘﾆｭー ﾑ他87品目

ベコ・ニア、サルビア、ヘ･ﾁﾔﾆｱ、マリーゴールト

空知交11号、摩周ﾚｯﾄ゙ 、ルビアレット 、

めろりん、ｷﾝｸﾞﾒﾙﾃｲｰ、空知交10号

桃太郎8，ろくさんまる、桃太郎』

ｷｬﾛﾙ7，ラブリー40

あきの、エース、

パフ．り(ﾚｯﾄ゙ 、．．-ﾙﾄ゙ 、ｵﾚﾝｼ゙ 、ﾚｯﾄ゙ ）

晩抽ｼ゙ ｭﾘｱｽ、ﾄﾆｯｸ、オリオン

青帝、長陽

金鳥3号、元蔵

ﾊｲﾂ、緑嶺、マグナム他3品種

向賜2号、ヘ．‐ﾀﾘﾂﾁ、ひとみ5寸、千浜

春北海、YR鉄人、天宝他6品種

ｱﾘー ﾎ゙ ﾙー、マルシェ他6品種

北の四季、玉すだれ他3品種

ｶ゙ ｲﾝﾘﾑ(HLA-7)、スバーガインﾘﾑ、KA-1612

宝幸早生、きたえくぼ、道南26号

北早生3号

カムイ

味来390、ｷｬﾝﾍﾞﾗ86他4品種

陵西1寸
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作 型

無加温短期栽培・補助加温9～10月切り

6月定植無加温・補助加温9～10月切り

秋ぎく無加温9～10月切

晩秋咲き

4月翼室騒加温旦且切り___』2ﾆｮZat系)_‐
5月まき無加温8～9月切り（ﾍﾞﾗﾄﾞﾝﾅ系）

秋ぎく無加温9～10月切

亙払切呂_@月定植雨選域_』新董I
春夏切雨避け（越冬株）

5月定植無加温7～9月切

5月播・無加温8月切り

無加温・夏切り

6月下旬播種・8月下旬切り

7月 ・無加温7月切り

秋植夏切（露地）

秋植春切（露地）

露地9月切

5月播利 (直播）

6月定 園

加温半促成（準拠）

無加温半促成

半促成

春夏まき雨避け

5月播種・7月収穫

簡易軟白・初冬どり

初夏まき

春まき

春まき

春まき

厩地(8月どり）

露地

露地

秋植え

春植え

露地直はん



XI研究発表並びに普及事項

1．研究報告・資料

(1)研究蹟文・報告

○生方雅男．道南地方における夜冷育苗苗利用

によるラークスパー夏定植10、11月切り作型．

北農．68:19-25(2001).

○八木亮治・平井剛．大玉、中玉、小玉トマト

の品種特性．北海道園芸研究談話会報.34:30-31

(2001)

○平田修一・八木亮治・飯野剛．ミニトマトの

花数制限による量的形質の向上．北海道園芸研

究談話会報．34:28-29(2001)

○杉山裕・植野玲一郎．コマツナの品種特性．

北海道園芸研究談話会報．34:46-47(2001)

○土居晃郎・中野雅章・土肥紘．グリーンアス

パラガス品種の収量特性．北海道園芸研究談話

会報．34:36～37(2001)

○藤倉潤治・村松裕司．リンゴ「ハックナイン」

における内部褐変発生要因解析．北海道立農業

試験場集報.81:57-60(2001)

○長尾明宣．品質向上に向けた野菜の収穫時期

と貯蔵方法．平成13年度農林水産業北海道地域

研究成果発表会講演要旨．29-37

○堀田治邦，安岡員二，小沢静，佐藤元紀．

北海道で発生したレタス穿孔病．北日本病害虫

研報52:42-44(2001).

○堀田治邦．コスモス白斑病の発生推移と各種

薬剤の防除効果．北日本病害虫研報52:79-81

(2001).

○堀田治邦、角野晶大、小松勉、中村隆一、

日笠裕治、植野玲一郎、小田義信、杉山裕．

ブロッコリー花雷腐敗病（新称）の総合防除対

策．平成12年度新しい成果一北海道地域一

p.97-102(2001).

○堀田治邦、角野晶大、小松勉、中村隆一、

日笠裕治、植野玲一郎、小田義信、杉山裕．

ブロッコリー花雷腐敗病（新称）の病原と総合

防除．農業低温科学研究情報.8:38-39(2002).

○小松勉．バーティシリウム属菌の系統解析

とその利用．植物防疫.55:503-507(2001).

○小松勉、角野晶大、北畠国昭、柳山浩之．
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ダイコンバーティシリウム黒点病に対するダゾ

メット粉粒剤の防除効果(3)根雪前無被覆処理

の効果．北日本病害虫研報52:53-55(2001).

○小松勉、角野晶大、北畠国昭、柳山浩之．

ダイコンバーティシリウム黒点病に対するダゾ

メット粉粒剤の防除効果(4)マルチ畦内処理と

抵抗性品種の組み合わせ効果．北日本病害虫研

報52:56-58(2001).

○Komatsu.T.,Horita.H.andKitayama.M.Bac

terialwiltofchinaastercausedbyErwini

achrysanthemi・JournalofGeneralPlantPa

thology68:105-107(2001).

○柿崎昌志．日本産キンケクチブトゾウムシ成

虫の集合性行動．北日本病虫研報52:201-203.

(2001)

○柿崎昌志．キンケクチブトゾウムシの試作人

工飼料による飼育と旺子無発生卵の産卵．北日

本病虫研報52:204-206.(2001)

○柿崎昌志．アカヒゲホソミドリカスミカメの

性フェロモンの検定方法．北日本病虫研報52：

135-137.(2001)

○今野寛・稲川裕・川岸康司・津田一夫・

塩津耕二・加藤俊介・立川さやか．イチゴ新品

種「きたえくぼ」の育成．北海道立農業試験場

集報．81:1-10(2001)

○川岸康司・加藤俊介・生方雅男・阿部珠代・

立川さやか・稲川裕・福川英司．イチゴ新品

種「けんたろう」の育成．北海道立農業試験場

集報．81:11-20(2001)

(2)口頭発表

○中川大樹、三宅規文、生方雅男．ブプレウル

ムの稚苗育苗法と栽植密度．北海道園芸研究談

話会．(2001.12)

○植野玲一郎・杉山裕．ヤーコンの育苗法お

よびマルチの種類と収量．平成13年度北海道園

芸研究談話会年次大会研究発表会.(2001.12)

○八木亮治・平井剛．‘どうだい2号，のメロン

つる割病(レースl,2y)抵抗性．平成13年度北海道

園芸研究談話会年次大会研究発表会.(2001.12)



○杉山裕・平井剛．カボチャの雌花着生及び着

果に関する品種間差．平成13年度北海道園芸研

究談話会年次大会研究発表会.(2001.12)

○GohHirai,HaruhikoNakazumi,RyoiiYag

i,MasaakiNakano.FUSARIUMWILT(RACE1,2

y)RESISTANTMELON(Cucumismelo)ROOTSTOCK

VARIETIES'DODAINo.1'AND'DODAINo.2'．2

ndInterntionalSymposiunionCucurbits(i$

スター発表、プロシーディング編集中).(2001)

○平井剛・中野雅章．短節間品種を用いたカ

ボチャの育苗及び整枝作業の省力化．園学雑70

別2:271(2001)

○土居晃郎・植野玲一郎．グリーンアスパラガス

の根中及び茎中Brix値の関係．平成13年度北海道

園芸研究談話会年次大会研究発表会.(2001.12)

○藤倉潤治・土岐和夫・熊谷秀行・大野祥嗣．

雪氷を冷熱源とした冷水予冷法の野菜に対する

鮮度保持効果第2報スイートコーンおよびエ

ダマメに対する効果．日本食品化学工学会第48

回大会講演集.171(2001.9)

○堀田治邦．シネラリアの根腐病（新称）につ

いて．日本植物病理学会北海道部会(2001.10).

○堀田治邦．ブロッコリーに発生する腐敗性の細

菌病と防除．第21回植物細菌病談話会(2001.9).

○堀田治邦，小松勉．ゴボウ黒条病菌(Iterso

niliaperplexans)の発病に及ぼすゴボウの葉

齢，温度および接種濃度の影響．日植病報67：

197(2001).

○McGovern,R､J､,Horita.H・andSeijo.T.E.Ex

peritDentalandnaturalhostsofItersonilia

perplexans.Phytopathology91:860(2001).

○北山政幸、小松勉、堀田治邦.Erwiniachr

ysanthemiによるアスター萎凋細菌病（新称）

の発生．日植病報67:178(2001).

○野田智昭、小林孝夫、堀田治邦．北海道にお

けるサンダーソニア白絹病の発生．日本植物病

理学会北海道部会(2001.10).

○柿崎昌志．キンケクチブトゾウムシ成虫の抽

出物中に存在する酢酸の作用．第45回日本応用

動物昆虫学会大会講演要旨154(2001.3.31-4.2)

○柿崎昌志．ヨトウガの性フェロモン製剤に誘

引される対象外害虫と成分の関係．日本応用動

物昆虫学会北海道支部会(2002.1).
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(3)著香

○生方雅男．北海道におけるカーネーション試

験研究の概要．第44回全国カーネーション北海

道大会資料.28-29(2001.10)

○木曽略，木村裕，堀田治邦,花田勉．カ

ラーグラフ野菜の病害虫．（社）北海道農業

改良普及協会.(2001.8.10)

○堀田治邦(分担執筆)．ニンジン病気、黒すす

病．農業総覧原色病害虫診断防除編（社)農

山漁村文化協会(追録第32号.2002).

○川岸康司．イチゴ，東北・北海道での栽培．

新野菜つくりの実際，果菜Ⅱ．川城英夫編．農

村漁村文化協会(2001)218-234.

○川岸康司．寒冷地でのイチゴづくり．イチゴ．

NHK趣味の園芸，よくわかる栽培12か月．矢部和

則著.NHK出版(2001)112-115.

○花田勉（分担執筆)．北海道の米づくり．

北海道・北海道米麦改良協会（2002.1)

(4)専門雑畦記事

○生方雅男．よくわかるQ&A・切り花の暑さ

対策．ニューカントリー.48(7):86-87(2001)

○植野玲一郎．ブロッコリー花雷腐敗病の総合

防除対策．ニューカントリー.48(4):48(2001)

○植野玲一郎．カリフラワーの品種特性．農家

の友.53(10):70-71(2001).

○植野玲一郎．ブロッコリー花菌腐敗病の病原と

総合防除対策．農耕と園芸.56(10:94-96(2001)

○植野玲一郎．グリーンアスパラガスの育苗法

改善による早期成園化．農耕と園芸．57(3):80-

82(2002)

○平井剛．メロン用台木品種「空知台2号｣．

北農．68(2):52(2001)

○平井剛．メロンつる割病抵抗性台木空知台

2号．ニューカントリー．48(4):44(2001)

○平井剛．かぼちゃの高品質生産技術のポイン

トと課題．農家の友.53(10):72(2001)

○平井剛．全国野菜技術情報「メロンつる割病

抵抗性台木新品種「空知台2号｣．農耕と園芸．

56(10):120(2001)

○平井剛．北海道の作物品種ハンドブック「め

ろりん｣．ニューカントリー.2001年臨時増刊

号:262(2001)



○平井剛．メロンつる割病抵抗性台木「空知台

2号（どうだい2号)」．あぐりぽ－と．臨時増

刊号.5(2001)

○平井剛．期待の野菜品種データ21メロン「め

ろりん｣．ニューカントリー．49(0:124(2002)

○平井剛．種類豊富なポリポットを利用した果

菜類の健苗育成のポイント．ニューカントリー．

49(2):36(2002）

○目黒孝司.アスパラガスのハウス立茎栽培法．

ニューカントリー．48(4)：44-45(2002）

○長尾明宣．カラーピーマンの栽培法．農家の

友．53(4)：32-33(2001）

○長尾明宣．輸入野菜の動向と品質．農家の友．

54(2)：32-34(2002）

○堀田治邦．ブロッコリー花雷腐敗病（新称）

の総合防除対策｡農家の友.53(6):46-47(2001).

○兼平修技術体系化チームの取組みと課題

北農.60(1)106-107(2002)

○川岸康司．やるぞ簡易な排水対策，園芸土壊

における簡易排水対策．農家の友．53(5)，22

-24(2001)

○川岸康司．2001年を総括する野菜(葉菜類)．

農家の友.53(12),36-37(2001)

○川名淳二．道央部のデルフイニウム栽培の導

入．農家の友．53(6),42-43(2001)

○川名淳二.2001年を総括する花き、農家の

友.53(12),38-39(2001)

(5)新岡記事・広報陸、放送等

○長尾明宣．だいすき北海道(かぼちゃ).NH

K札幌．2001.10.17放送

○堀田治邦．ブロッコリー花雷腐敗病の防除．

農業技術情報（農林水産技術会議事務局）ラジ

オたんば.(2001.7)http://ww.agriworld・or.

jp/yotei/

○堀田治邦．「経営と技術」ゴボウ黒条病の

防除対策．日本農業新聞(2002.3.29).

○川岸康司．検証・2001年の道農業野菜①葉

茎菜．日本農業新聞．13(2001.12.20)

○川名淳二．検証・2001年の道農業花き、日

本農業新聞.13(2001.12.26)
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2．印刷刊行物

(1)平成13年度事業実施計画書(HI3.6)23p

100部

(2)平成12年度北海道立花・野菜技術センター

年報(HI3.6)136p350部

(3)北海道農業試験会議(成績会議)資料(2002.1)

1)ﾗｰｸｽﾊﾟｰの稚苗育苗技術32p250部

2)露地直はん栽培における花きの生育、開花特

性28p250部

3)小鉢シクラメンのセル成型苗直接定植栽培

37p160部

4)メロン「空知交11号」61p200部

5)メロンえそ斑点病抵抗性台木「空知台交3号」

38p200部

6）露地栽培グリーンアスパラガスの品種選択針

20p200部

7)剥離型連続紙筒育苗(バイピッチ移植システ

ム)によるたまねぎ栽培24p200部

8)メロンハウス栽培における保温性強化農業用

ポリオレフィン系フィルム「クリンテートDX」

の実用性15p200部

9)雪氷を用いた冷水予冷の根菜類に対する鮮度

保持効果16p200部

10)道央地域におけるアスパラガス立茎栽培の立

茎本数とかん水量21p250部

11)たまねぎに対するく溶性カリ肥料｢けい酸加里」

の施用効果6p350部

12)ゴボウ黒条病の発生生態の解明と防除対策

87p200部

(4)平成14年度試験研究設計概要集一花・野菜

部会一(2002.3)253p160部

(5)パンフレット

花・野菜ｾﾝﾀー 要覧(2002.8)lOp1000冊

花き・野菜技術研修募集ﾊ゚ ﾝﾌﾚｯﾄ

(2002.11)lOp2000冊

(6)リーフレット

花・野菜ｾﾝﾀー 概要(2002.7)3000枚

花き・野菜技術研修募集ﾘｰﾌﾚｯﾄ

(2002.11)5000枚

(7)ボスター

公開ﾃﾞｰﾎﾞｽﾀ350枚

花き・野菜技術研修募集ﾎﾞｽﾀ900枚









時期別集計

人数団体数月日団体名 人数 月

2団体

1団体

30団体

29団体

23団体

10団体

8団体

8団体

1団体

1団体

1団体

3団体 人

人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
人
７

２
３
９
９
６
４
９
２
９
７
５
２

３
３
４
２
５
３
７
９

５
５
３
２

8月28日大学酪農学科･短大酪農学科教員20

8 月28日北竜町議会議員12

8 月29日（社）日本施設園芸協会5

8月30日滝川高等技術専門学院(訓練課)11

8 月30日北海道種苗協同組合50

8月30日古平町農業委員会13

8月30日旭川地区農業改良普及センター2

9月3日赤平市平岸あけぼの町内会30

9月4日当別地区野菜振興協議会18

9月4日国際協力事業団筑波国際ｾﾝﾀ14

9月5日岩見沢市農業委員会30

9月6日長野県農業大学校営農学部14

9月10日パイオニア研究会10

9月12日ホクレン生産資材課10

9月13日国際協力事業団筑波国際ｾﾝﾀ13

9 月25日（社）札幌消費者協会45

9月26日北海道大学農学部生物資源科50

10月2日滋賀県立農業大学3 0

10月5日中留萌地区農業改良普及ｾﾝﾀｰ3

10月8日赤平市立幌岡中学校第7回卒業生5

10月9日滝川観光ﾎ'ﾗﾝﾃｨｱｻー ｸﾙつうﾌﾚﾝﾄ゙ 10

10月11日美幌･津別,女満別農業推進協議会15

10月12日山形県村山農業改良普及ｾﾝﾀ1

10月15日愛媛中央花き農協ｶｰﾈｰｼｮﾝ部会6

10月22日室蘭市農業委員会 9

11 月 6 日 JAびえい青年部旭支部11

11月8日国際協力事業団北海道国際ｾﾝﾀ4

11月9日後志地方農業委員会連合会40

11月12日JAふらの上富良野支所青年部10

11月13日東神楽農協10

11月19日幌延町立北星園3

11月20日石狩北部地区農業改良普及ｾﾝﾀ1

11月30日東京農業大学生物産業学部13

12月7日富良野市山部北星集落第一班9

1 月 3 1 日 秩父別町メロン生産部会7

2月22日（株）ゆにガーデン5

3月18日DeRuiterSeeds.

3月26日北海道遠別農業高等学校

3月29日とまこまい広域農協女性部25

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

４
５
６
７
８
９
川
Ⅱ
皿
１
２
３
合計117団体 1，952人

4.委貝会活動

(1)委貝会の構成

1)交通安全対策委負会

委員長（総務部長）副委員長（1

委員（研究部長、技術普及部長、

委員長（総務部長）副委員長（管理科長）

委員（研究部長、技術普及部長、各科長、

総務課長、整備管理者）

2)防火管理委貝会

委員長（総務部長）

委員（研究部長、技術普及部長、主任研究

員、各科長、畜試研究主査、総務･会計係

長、ボイラー管理者）

3)安全衛生委貝会

委員長（場長・主任安全衛生管理者）

委員（試験場側：総務部長・安全衛生管理

者、研究部長、技術普及部長、管理科長、

総務課長、主任研究員、各科長、畜試研

究主査、会計係長、衛生管理者）

（組合側：支部長、書記長、書記次長）

（産業医）

4)技術体系化チーム運営会■

議長（技術普及部長）

副議長（研究部長、総務部長）

事務局長（技術普及部次長）

運営委員（総務課長､主任研究員､各科長）

各課題の担当者を現職員名簿(4頁)に付記

－60－





ウ）8月28日公開デーの模様を掲載。

X)11月14日平成14年度北海道花き・野菜技

術研修生の募集のお知らせを掲載。

力）平成14年2月14日新技術セミナーおよびア

スパラガスフォーラムのお知らせを掲載。

3）庁舎等管理運営委員会

ア．庁舎等施設の整備及び管理運営

（ア）12年度に引き続き排水不良甫場の簡易な

排水対策を管理科が中心となって実施した。

（イ）旧滝川畜試施設解体跡地の環境整備の検討

イ．展示温室・花壇の管理運営

（ア）展示温室管理：委託により業務を実施

コンセプトに即した植え換えの実施

（イ）庁舎周辺の花壇づくり

春花壇の植付け6月中旬、プランタ鉢の設置8月、

秋の植え付け9月

（ウ）研究棟コミュニテイーホール

試験等で生産された花を随時展示

ウ．参観案内

117団体1952名の参観・見学あり、各部の

協力を得て対応した。

エ．公開デーの実施

8月28日北海道古遺伝子資源センターとの共

催で開催したが当日降雨があり、来場者は、例年

に比べ大幅に減少した（約450名）。

主な催し物

・花野菜の新技術・新品種の展示、野菜の試食

（鮮度保持違いと味）、病虫相談と土壊診断、空

知の花アレンジメントセミナー、押し花教室等

オ．職場研修の開催

研修委員会の支援の下に実施した。

・6／20交通安全の意識高揚

・9／27総合研修生課題成績発表会

・10／23岩手県の花き生産事情、

ブラジルの農業事情

・11／30花・野菜の成績発表会

・3／13夢のある北海道農業・農村の環境

づくり（北海道農業の発展と共に歩んだ37年を

顧みて）

・3／28専門研修生成績発表会1）12年

4）研修事業委貝会

X研修事業の概要2.研修事業の推進を参照。

5．鱗師等の派遺

講演会、研修会、品評会などに講

派遣した職員数は以下の通りである。

品評会などに講師などとして

講師などの派遣先とその役割（平成13年度）

他 農 試

普及センター

農業大学校

農政部・支庁

農業センター

(NATEC)

自治体

農協

(単協、系統）

生産者団体

種苗団体

資材団体

その他

計

講師

話題提供者

2

12

1

3

1

5

11

7

5

2

2

51
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